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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

18 Ⅰ列王記 １ １ペテロ ５ 創世記 １５:１ ～６
19 ２ Ⅱ ペ テ ロ １ 解 申命記 ５:１ ～２１
20 ３ ２ 放 ヘブル ６:１３～２０
21 ４ ３ の 使徒 ２０:１ ～８
22 ５ １ ヨ ハ ネ １ 約 マタイ ２６:２６～２９
23 ６ ２ 束 詩篇 １４６:１ ～１０
24 ７ ３ ヘブル ９:１１～１５
25 ８ ４ １ペテロ １:３ ～１２

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
召天記念日 (１９日 内海 邑員さん１９９５年）

① 今年11月、創立40年の節目に新会堂建築の完成のため。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 高木喜美子姉の霊肉の健康と歩みの上に祝福を。
④ 徳島西教会(湯本哲史師)のお働きの上に祝福を。

１ 本日の礼拝に仲森文穏先生が幸いなメッセージを取り次
いで頂き感謝します。尚、本日午後２時半より「二種教職

制問題への取組み集会」(地区)に日下部遣志さんが講師と
け ん じ

して話して下さいます。会場:姫路教会 出席しましょう。
２ 来週予定しておりました福崎教会(土井栄子牧師)との交

換講壇礼拝は３月に延期になりました。
３ 新年に入り今週寒さが厳しくなります。コロナとインフ

ルエンザが流行しています。マスクを着用して礼拝に出席
しましょう。ご高齢の方々(独居生活、施設入居)、病気の
方々、特に、高島美穂姉のために続いてお祈り下さい。

４ 新会堂建築のため 続いて必要が満たされ、新会堂建築
のために祈りましょう！

牧会短針 小生は先週、礼拝の準備をしている際中に足が
滑ってピアノの側で転倒し、上まぶたを打撲、負傷しました。
新年に入って間もなく、ふとしたことで前のめりになり、額
に傷をしました。病院でお医者さんや看護師からも転ばない

ようにと注意されていながら、体重が減少し、足腰が弱って

いる関係もあり、体力が落ちていることも影響しているよう
です。少しでもまだ許されている間、使命が全うできるよう
に、特に新会堂建築が完成し、伝道開始40周年記念行事が果
たされていくことを願っております。特にお祈り下さい。君
代姉のためにも続いてお祈り下さい(痛みがあります)。

今週の牧師の予定 本日 二種教職制問題 20日 こころの会

◎先週の報告 新年礼拝8名･役員会8名,交わり6名,子ども教会休み
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◎今週の御言葉「弟子の道 (ルカによる福音書９章57～62節）
「するとイエスは彼に言われた。“だれでも、手を鋤につ

けてから、うしろを見る者は、神の国にふさわしくありませ
ん”」(9:62) 仲森文穏

○今日の聖書に３人の人々が出てきます。最初の人は、「イ
エス様に従ってどこへでも従います」と言いました。大した
意気込みですが、自分の決意や覚悟がどんなに頼りないもの
か、気付いていません。イエス様は「人の子には枕する所も
ない」と彼に真の覚悟を求めておられます。

○次の人はイエス様の招きに対して、「まず父を葬りに行
かせてください」と答えています。葬りの式ほど、この世で
大事なしきたりはないでしょう。葬儀はこの世を代表するも
のです。彼は「まず」と言っています。それが終わったら、
きっと次の用事を作るのではないでしょうか。イエス様は「死
者の事は死者に任せよ」と仰り、イエス様に従って生きるこ
とよりも、この世に振り回されて生きることを戒めておられ
ます。

○第３の人はイエス様の招きに対して、「家族にいとまご
いをしたい」と言います。列王上１９：１９以下で同じ申し
出をしたエリシャに、預言者エリヤは「行ってきなさい」と
答えています。しかし、イエス様は「誰でも手をすきにかけ
てから後ろを見る者は神の国にふさわしくない」と答えてお
られます。この道を行くと決めたら、もう後ろをふりかえら
ない。神様と自分の「縦の関係」をまっすぐにして、神様が
全てを導き、道を備えてくださると信じ、前を向いて生きる
ことが弟子の道なのです。

○勇ましいことを言いましたが、私たち一人ひとりは弱い
です。弟子の道を歩くには、イエス様のとりなしの祈りが必
要です。イエス様は十字架にかけられながら「父よ、彼らを
許したまえ、彼らは何をしているのか知らないのです」と祈
られました。この祈られている「彼ら」の中に「私」も含ま
れている、と気付けばいいのです。①傲慢な思いを砕かれ、
②この世に埋没せず、③キリストを前に見る、これらの弟子
の道はイエス・キリストの「執り成しの祈り」なくては歩め
るものではありません。私たちの頑張りがすべてではないと
肝に銘じ、キリストの弟子として生きていく者でありたく思
います。


